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〔第5回：2月25日開催〕

１ 学校評価の結果について
第２回学校評価の結果の説明に基づき、グループごとに詳

細の確認をしました。
2 次年度のグランドデザインについて承認されました。
・R7スローガンをR8学校教育目標とする。
・組織目標…「主体性」を育むことを重視
・児童・教師・学校・地域の取り組みを明示

3 働き方改革について
①教職員の放課後時間の確保 ②「チーム永小」の推進 ③地域学校協働活動の推進

4 教職員の任用について
男女比のバランスが悪く(12学級中男性教諭担任は3名)、男性教諭の配置を要望している。
委員から学校経営上、教職員の人数増が必須との意見が多数出ました。また、「地域ボランテ

ィア」による授業サポート強化の必要性に関してアイディアが出されました。
5 地域学校協働活動について

ボランティア募集について回覧板や説明会等で周知を図った結果、現在１９名が登録している。
成果：大人が授業に入ることで子供の安心や安全確保、授業の成果向上、教職員の負担軽減
課題：若い世代のボランティア確保、ボランティア連絡手段の徹底

２月４日、取手東小では６年生が職業・働くことに関する
「キャリア学習」として、地域ボランティアをお招きして授
業を行いました。講師は白山幼稚園の保育士の方。幼児への
対応などについて丁寧にお話をしてくださいました。また、
子どもたちからの要望が多かった、カフェ店員の話は、学校
の先生がご自身のアルバイト体験をもとに話をし、子どもた
ちは興味深そうに聞き入っていました。

２月５日、藤代小６年
生の家庭科の授業にもボ
ランティアの方々がサポ
ートに。何をつくってい
るかは、ヒミツなのです。



ＩＣＴ活用能力の育成に重点的に取り組んでいる六郷小学校。学校運営協議会の委員さんから
の提案で、とりで利根川花火大会で素晴らしいドローンショーを披露された会社の協力を得て、
ドローンを使ったプログラミング学習が実現しました。体育館に集まった４、５、６年生の児童
に向けて、ドローンの操作に始まり、意図した動きをタブレットにプログラミングして動かして
みることまで、丁寧に指導してくださいました。授業は「異年齢集団」によるグループ学習。児
童の人数が少なくても、コミュニケーション能力や協調性の育成にしっかり取り組んでいます！
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⇒
この輪の中を通
す操作をします。
子供たちはすぐ
にこつをつかん
で上手に操作し
ていました。
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